
「豊太郎 は、なぜ 手記を書 いたのか 」  

  

 <はじめ に >なぜ、このテー マにした のかとい うと、豊 太郎が自 分の苦し い経験や 、自分 の

悪い性格 をわざわ ざ長い文 で手記に 書くのは 何か理由 があって のことだ ろうと思 った か ら

だ。また 、豊太郎 は手記と いう形に して誰に 伝えたか ったのか 知りたか ったから だ。 豊 太

郎の手記 に書かれ た過去の 行動や性 格と、な ぜ手記と いう手段  

をとった のかとい う二点か ら考えて いこうと 思う。豊 太郎は、 自分の過 去のエリ スへ の 行

動を後悔 し、エリ スへ自分 の性格と 事情を伝 えること で、エリ スを捨て て、日本 に行 っ た

ことを言 い訳にす るために 手記を書 いたと言 うことが わかる。  

  

 <本 論 >ま ず 、 264 L1 1「 余 は 幼 き こ ろ よ り 厳 し さ 庭 の 訓 へ を 受 け し 甲 斐 に ～ 太 田 豊 太 郎 と

いうふ名 はいつも 一級の首 に記され たり」か ら、豊太 郎はかし こかった というこ とが 分 か

る 。 そ の た め 、 2 65 L1「 官 長 の 覚 え 殊 か り し 」 か ら 、 上 司 の 信 頼 も 格 別 で あ っ た と 読 み 取

れる。で も、 269 &#8467 ;7「 余が幼き ころより 長者の教 へを守り て  

、～人の たどらせ たる道を 、ただ一 筋にたど りにのみ 」から、 豊太郎は 勇気があ って 精 神

したので はなく、 人がたど らせた道 を一筋に たどった だけとい うのが分 かる。つ まり 、 豊

太 郎 は 勇 気 が な く 、 自 分 の 意 志 を 通 さ な い 人 間 だ と 分 か る 。 ま た 、 288 L3「 我 が 弱 き 心 は

～友に対 して否と はえ答え へぬが常 なり」や 、 284L4「 余は我が 恥  

と表さん ～耐忍し てこれを 実行する ことしば しばあり 」という ところか らも、豊 太郎 は 、

味方の友 人など、 自分が信 頼する気 持ちを起 こした人 に、急に ものを尋 ねられた とき 、 断

ることが 出来ず、 すぐに承 諾してま う、つま り断るこ との出来 ない勇気 のない人 間で 、 信

頼した人 の言うこ とを信じ 自分の意 志を通さ ない人間 だという こ  

とが分か る。次に 、 294 L14「我がと もに束へ 帰る心な きか、～ さること かしと聞 きて 落 ち

る た る と の た ま ふ 」 と 天 方 に 豊 太 郎 が 尋 ね ら れ 、 295 L5「 あ あ 、 な ん ら の 特 操 た り と な き

心 ぞ ～ と 答 え る は 。 」 と 答 え て し ま っ た 。 ま た そ の 後 も 、 296 L8「 我 が 脳 中 に は た だ た だ

我は許す べからぬ 罪人なり と思ふ心 のみ落ち 満ち満ち たりき。 」と  

書いてあ るように 、すごく 悩んでい たと分か る。また 、豊太郎 は、エリ スに日本 に行 く こ

とを言え なかった 。豊太郎 が思い悩 んだ結果 、意識を 失ってい る間に、 相沢から エリ ス に

そのこと を伝えら れた。た め、エリ スはだま されたと 思ってい る。  

  

 <まとめ >つまり、 以上のこ とから、 豊太郎は 、勇気の なく。意 志の通さ ない人間 であ り 、

そのため に信頼し ている人 の頼みを 断ること が出来な いので、 天方に「 日本に一 緒に 帰 ら

ないか。 」と尋ね たときも 、信頼し ている友 人である 相沢のす すめもあ ったため 断れ な か

った。と いう事情 をエリス に伝えた かったん だと思う 。また、  

豊太郎は 勇気がな かったた め、エリ ス直接言 うことが 出来ず、 手記とい う形をと った の だ



と思う。 これから より、豊 太郎が手 記を書い た理由は 、エリス へ自分の 性格と事 情を 伝 え

ることで エリスへ の言い訳 をしたか ったのだ と思う。  


